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負荷されたBi の代謝については多 くの報告はあ るが

万私 はB, お よびOooarboxylase  （以下Coc と記す）を

上 腿皮下に負荷しその尿中に排泄されるBi を時 間を追

うて測定し,その代謝過程 と摂取食品 について観察した。

試料 としては健康な女子青年Ａを対照 とし，比較的倦

霊 感を覚え るBi,    Cお よび成年女子Ｄを選んだ。

C!ocの負荷 には純度90 ％ の製品を用い た。尚夫々普

樋 食 とし， 他の条件 も一定 にした。

Bi の定 量法は 藤田氏の パ―ムチット・チ オクロム法

iによった。夫 々にB, お よびCoc を1.25 ～Smg を上

質 皮下に負荷 し,  10,  20,  30分,  1,2,3,4,5,6,7,8 時間

｡とBi 量を 測定した。

そ の結果Bi 5mg 負荷 後８時間迄に排泄さ れた尿中

Bi 量はB,     C はＡに比較して著し く少く,    D はA より

多 く排泄され,  Coo  5mg の場合にはB,    D はＡより少

く,   0 は1.25  mg の場合はＡ より多 く尿中に排泄され

るが，一般にOoc はBi 負荷に くらべて少い。 時間的

にBi の排泄量を 見るとBi は10 分後にすでに著明に

尿中に排泄され るがCoo は10 分後 から漸次上昇し30 分

前後 で最 副 直を示 す。尚通常24 時間尿Bi 量はB,O,D

嬢A に比較して一般 に少 く，従って体内 の需要量 もB,

C,   D はＡ より多 いものと思われる。然し この際Ａ及び

Ｂは或時間に尿中Bi 量は 少い。その一因は摂取食品 の

Bi 含量に影響 するのではない かと考えた。


